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Abstract
    Pianist and composer Herbie Hancock’s Norton lecture at Harvard University, entitled “The 
Ethics of Jazz,” features the “wisdom of Miles Davis,” marking the current tendency in the 
United States to go back to the past of the often idolized avant-garde musician. It also highlights 
the difficulties of presenting a whole vision of the history of the genre at a time when the mu-
sic is played in such a variety of forms that it cannot be categorized as a musical genre. Miles 
represents the authority of the past, particularly of the 1950s to 70s, when the searches for freer 
styles of music by Miles himself and the practitioners of “free jazz” deconstructed the traditional 
definition of jazz. Hancock’s version of Miles Davis does not refer to the past of jazz as a solid 
genre but to the possibilities inherent in the resilience of the music played by him. Jazz and its 
past could be still misinterpreted and misrepresented, particularly after the 1980s when conser-
vative visions of jazz and its history, sometimes associated with trumpeter Wynton Marsalis, 
could reemerge among more diversified ones. Hancock’s version of Miles Davis’s mythology, 
however, stresses the possibilities in the liberating power of the improvisational music that has 
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7ジャズの響き―ハービー・ハンコック、マイルス・ディヴィスとアメリカ現代におけるアヴァンギャル
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orton Professor of Poetry ） として連続講演を行っ





ベル文学賞がボブ ディランに授与 の 二年先立つハンコックの偉業は、アフリカン アメ カン 文化や古典的ジャンル
の芸術
以外をフェアに認知してこなかったアカデミアの






















いた筆者は、ユーチューブにア プロードされた講演を日本で視聴し、ハンコックの講演に深い感動を覚えた。講演の内容取りたてて新しいことは何もなかった 言ってよい。史上最強のクィンテットが召集され最初のレコーディングが行われた経緯が、マイルスの有名なかすれ声の実演と独特の深い思 やりを示すエピソードとともに紹介され、従来存在 なかっ 新しい音楽を創り出すことに内在する「倫理」が教訓 して導き出される
5。同じパターンの反復から抜け出せず、セッション
でもがき苦しむハンコックに、 「バター ・ ノートを弾くな（
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on’t 
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話を持続させている。しかし、マイルスがいわゆる ジャ 」を演奏していた頃、つまりアルバム『イ ・ア・サイレント・ウェイ』 （











は、おそらく現在の合衆国におけるポピュラ 音楽の状況を反映して、ほとんどがポップスと言ってもよい イルドな曲で構成されており、ジャズ臭さは薄められている。ボッティがジャズの聖地のひとつであるニュー・ヨーク・シティのクラブ、ブルー・ノートをクリスマス・シーズンか 新年まで独占するほ
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アヴァンギャルドな雰囲気などすこしも感じられない健全でアットホ ムなコンサートである。しかし、ボッティ 音楽はジャズの伝統に連なるものでなければならず、そ ためにもマイルスと連想されなければ らないのだ 近年のボッテ の
レード・マークとなっている楽器、マーティン・ハンドクラフト・コミッティーは、現在ポップに活躍するボッティとマイルス・ディヴィスのジャズを繋ぐシンボルとなっている。　
日本人として唯一マイルスのバンドに参加したケイ・アカギ
もまた、マイルス・ディヴィスの伝統と神話 回帰しているミュージシャンのひとりかもしれない。八〇年代後半、マイルス最晩年のバンドにキーボーデ スト して参加したアカギはかつて、晩年のマ ポップな曲を演奏することに抵抗を感じ、マイルスのバンドに新しいこと ど か たと、アヴァンギャルド・ミュージシャン してのマイルスの神話に異議を唱えていたように記憶している
9。マイルス・ディヴィス
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を受ける。近年のジャズで最も多くのアルバムを売りあげたケニー・
Gほどではないにしても、かなりロック、ポップス寄り





ブ、ハンコックとともに六〇年代マイルスのクィンテットに参加したロン・カーターなど 超ヴェテラ ジャズ ミュージシャンたちが共存しているのが現在のニュー・ヨー シ ィのジャズ・シー だ。　
こうした状況のなかで、ハンコックがノートン・レクチャー




盛んに行われた。その最もポピュラーな例が、クラシックの指揮者・作曲家であるレナード・バ ンスタイ による『音楽のよろこび』 （


























hat Is . . . ? ） 」という古典哲
学的な問いが前提とするジャンルの定義は 後述のように四〇年代末から五〇年代には でにジャズ 現場で崩れつつあった。近年のジャズのテキスト は、ジャズ がミニマムにインプロヴィゼーションとスゥイング感覚であると解説されている
13。その他の特質として挙げられうる、アフリカン・ア
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る 」  （
Bird Lives ） と い う 落 書 き を 繰 り 返 し 、 パ ー カ ー が 彼 ら の
時 代 精 神 の 象 徴 と な っ た こ と は 、 ラ ル フ ・ エ リ ソ ン が エ ッ セ イ「 バ ー ド 、 バ ー ド ・ ウ ォ ッ チ ン グ と ジ ャ ズ 」  （
Bird, Bird Watching 
and Jazz ）  に 記 し て い る 通 り だ
1 4。 あ ら た め て 述 べ る ま で も な く 、
パ ー カ ー の 功 績 は 、 ビ バ ッ プ の ハ ー モ ニ ー に も と づ い た イ ンプ ロ ヴ ィ ゼ ー シ ョ ン と 、 ハ ー モ ニ ー の 利 用 法 の 大 胆 な 革 新 だ った 。 パ ー カ ー と 、 パ ー カ ー 以 前 の ハ ー モ ニ ッ ク な イ ン プ ロ ヴ ィゼ ー シ ョ ン の 大 家 で あ る コ ー ル マ ン ・ ホ ー キ ン ズ が 共 演 し たヴ ィ デ オ で は 、 ホ キ ン ズ の 古 典 的 で た お や か な 演 奏 を 小 馬 鹿に し た よ う に 、 パ ー カ ー が ビ バ ッ パ ー ら し く 奇 を て ら っ た 高 音で、ホ ー キ ン ズ の 演 奏 を 切 る よ う に し て イ ン プ ロ ヴ ィ ゼ ー シ ョ
ン に 入 る 様 子 を 見 る こ と が で き る
1 5。 し か し 、 五 〇 年 代 ま で の
ビ バ ッ プ 、 ク ー ル 、 ハ ー ド バ ッ プ に お け る イ ン プ ロ ヴ ィ ゼシ ョ ン を 続 け る か ぎ り 、 ミ ュ ー ジ シ ャ ン た ち は コ ー ド 進 行 の拘 束 の 枠 内 か ら 決 定 的 に 離 れ る こ と は で き な か っ た 。 モ ダ ン ・ジ ャ ズ が 他 の モ ダ ニ ズ ム 芸 術 と 同 じ く 、 従 来 の コ ン ヴ ェ ン シ ョナ ル な 形 式 か ら 離 れ て ゆ く 性 質 を 持 っ て い た 以 上 彼 ら が コ ード 進 行 の 束 縛 か ら 逃 れ る 方 向 へ と 向 か う こ と は 必 然 的 だ っ たと い っ て よ い だ ろ う 。　 マ イ ル ス ・ デ ィ ヴ ィ ス が ビ ル ・ エ ヴ ァ ン ズ と 組 ん で 実 践 し たい わ ゆ る モ ー ド ・ ジ ャ ズ が 、 複 雑 化 し た コ ー ド 進 行 の 束 縛 か ら逃 れ る 方 法 の ひ と つ で あ っ た こ と は よ く 知 ら れ て い 。 マ イ ルス は 、 複 雑 化 し 歌 う こ と が で き な く な っ た ジ ャ ズ の 演 奏 に か わり 、 コ ー ド を ス ケ ー ル に 置 き 換 え る こ と で コ ー ド を 単 純 化 し 、
『 マ イ ル ス ト ー ン ズ 』  （
Milestones ［ 一 九 五 八 ］
）  、  『 カ イ ン ド  ・  オ ヴ  ・
ブ ル ー 』 な ど の ア ル バ ム で 聴 く こ と が で き る 、 比 較 的 自 由 で メ
ロ デ ィ ア ス な イ ン プ ロ ヴ ィ ゼ ー シ ョ ン を 実 現 し た の だ っ た
1 6。
し か し よ り 根 本 的 な 解 決 法 は 、 従 来 の ジ ャ ズ の コ ン ヴ ェ ン シ ョン を 捨 て た 、  い わ ゆ る  「 フ リ ー  ・  ジ ャ ズ 」  に よ っ て も た ら さ れ た 。フ リ ー ・ ジ ャ ズ 以 降 の 認 識
　
　
サ ッ ク ス 奏 者 の オ ー ネ ッ ト ・ コ ー ル マ ン ら が 、 五 〇 年 代 末
か ら ニ ュ ー ・ ヨ ー ク ・ シ テ ィ で
“ The New Thing”
と 当 時 呼 ば
れ た 演 奏 を 開 始 し た こ と は よ く 知 ら れ て い る 。 マ イ ル ス ・ デ ィヴ ィ ス に よ れ ば 、 レ ナ ー ド ・ バ ー ン ス タ イ ン を は じ め と す る 大物 文 化 人 ち が コ ー ル マ ン ら の セ ッ シ ョ ン に 集 、 マ イ ル ス彼 ら に 聴 衆 を 奪 わ た
1 7。 マ イ ル ス は も ち ろ ん 、 当 時 の コ ー ル
マ ン の こ と を よ く 言 っ て は い な い 。 自 伝 『 マ イ ル ス 』 の 後 半で は コ ー ル マ ン や フ リ ー ・ ジ ャ ズ の 価 値 を 認 め て い る に し ても 、 プ ラ ス テ ィ ッ ク の ア ル ト ・ サ ッ ク ス を 吹 き 、 ト ラ ペ ッ トや ヴ ァ イ オ リ ン の 演 奏 に ま で 手 を 染 め た コ ル マ ン や 、 ト ラ ンペ ッ ト を 担 当 し た ド ン ・ チ ェ リ の 演 奏 た い し て は 手 厳 し い 評価 を く だ し て い る
1 8。 し か し 、 演 奏 の 質 の 判 断 は 別 に し て も 、
当 時 の ア メ リ カ の 文 化 人 た ち が 感 じ と っ た よ う に 、 フ リ ー ・ジ ャ ズ の 文 化 論 的 意 義 は 大 き い 。 現 代 を 代 表 す る ジ ャ ズ 史 家の テ ッ ド ・ ジ オ イ ア （
Ted Gioia ） は 、 コ ー ル マ ン ら の 演 奏 が し
ば し ば 揶 揄 の 対 象 に し か な ら な か っ た 一 方 で 、  「 コ ル ト レ ー 、ド ル フ ィ ー 、 ロ リ ン ズ 、 マ イ ル ス な ど 、 主 流 の 名 演 奏 家 た ち がフ リ ー ・ ジ ャ ズ を 認 め そ れ に 倣 お う と し た こ と は 、 ジ ャ ズ 界に お け る 驚 く べ き 変 化 を 記 し て い た 」  （
“ Coltrane, Dolphy, Rollins, 
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ジャズというジャンルに固有のコンヴェンションが無効化されるフリー・ジャズ以降の音楽 フィールドにおいては、従来の西欧音楽やジャズにおいて規範的と考えられた楽器の奏法もまた無効になりうるからだ。調性や拍子、リズム・パターンなどの音楽を構成する他の要素についても同様である。しばしば指摘されるよう 、フリー・ジャズ 実際 演奏はたん 自由、あるいは滅茶苦茶に演奏された騒音なのではない。コールマンのアルバム『ジャズ
　
来るべきもの』 （
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に、フリー・ジャズがジャズである かどうかを議論してみてもよいはずだ。しかしフリー・ジャズ以降、そ 議論は同語反復的にならざるをえない。フリー・ジャズ以前のジャズをジャズと定義するとすれば、フリー・ジャズはジャズではない。しかしフリー・ジャズ以降の時代にあっては 特にフリー・ジャズ的な要素がジョン・コルトレーンやマイルス・ディヴィスどの音楽にも取り入れられてロックやＲ＆Ｂと融合してゆく過程を経たのちには、西欧音楽とその後のジャズが従来否定・抑圧してきた異端であ 、 という ンルにとってはいわば他者であっ 「フリー」な要素が、音楽の可能性 重要な一部として認知されざるをえないはずだ。それがジャズであるかないかという問いは、フリー・ ャズ以前の「ジャズ」というジャンルにのみ当てはまるものなのだ。簡潔に述べる らば、フリー・ジャズはジャ とジャズでは もの 境界線を破綻させ、 ジャンルとし のジャズを解体してしまう。フリ ・
14
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in a curious state of history and pre-history sim
ultaneously” ）にあると述
べ、ジャズの「ここ、現在の社会的状況との深い繋がりを持つ性質」 （
“the nature of its deep connection w




を議論するに際してロマンティックあるい モダニズム的な古典的美学を援用 おり、ジャズ・ミュージシャンの感性を示しているというよりもむしろ古典的な文芸批評家に近い側面も強く持って る
23。また、 『ブルース ・ ピープル』でリロイ ・
ジョーンズがそうしたように、アフリカ ・アメリカンの人々の一枚岩的な民族性 ジャズを結びつける とは、ジョ ンズ
15
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anther Schuller のサード・スト ムへと向かう実





現代の とジャズ論は、西欧モダニズム的なアヴァンギャルドや、ジャンルの固有性と歴史 本質主義から離れた いわゆるポストモダンの方向性へと向かってゆかざるをえなかった。　
ハービー・ハンコックがマイルスのバンドで活躍したのは、
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れ 目 な く 延 々 と 繰 り 返 さ れ る プ ロ セ ス と し て の イ ン プ ロ ヴ ィゼ ー シ ョ ン の 商 業 的 な メ リ ッ ト は き わ め て 疑 わ し く 、 か な ら ずし も 聴 衆 に 受 け 入 れ ら れ た わ け で も な か っ た 。　 『 ビ ッ チ ェ ズ ・ ブ リ ュ ー 』 以 降 、 七 〇 年 代 半 ば に マ イ ル ス が健 康 上 の 理 由 か ら 一 時 引 退 し 、 ミ ュ ー ジ ッ ク ・ シ ー ン か ら 姿を 消 す ま で の 間 に 録 音 さ れ た 、 悪 名 高 く し ば し ば 無 視 さ れ がち な 音 楽 （
日 本 で 録 音 さ れ 、 一 九 七 五 年 に リ リ ー ス さ れ た
Pangea 、
Agarta な ど の ア ル バ ム
） に は 、 お そ ら く 原 理 上 の 矛 盾 が あ っ た
の だ と 筆 者 は 考 え て い る 。 マ イ ル ス に よ る 新 し い 演 奏 は 、 反 復に よ る 進 歩 主 義 の 否 定 を 内 に 孕 ん で い な が ら も 、 お そ ら く 、 従来 か ら 革 新 的 ア ヴ ァ ン ギ ャ ル ド の 延 長 線 上 に あ っ た 。 モ ダニ ズ ム 的 な 革 新 に よ っ て 新 た な 到 達 点 を 目 指 す 進 歩 主 義 的 な方 向 性 は 、 オ リ ジ ナ ル で あ る こ と を や め た 記 号 的 な 音 の 反 復 によ っ て 織 り 成 さ れ る プ ロ セ ス と し て の 音 楽 と は 両 立 し え な いは ず で あ る 。 シ ン セ サ イ ザ ー や Ｍ Ｉ Ｄ Ｉ に よ る サ ン プ リ ン グ と反 復 が 常 識 的 に な り つ つ あ っ た 八 〇 年 に カ ム バ ッ ク し た マ イル ス が 、 多 く の 問 題 を 抱 え な が ら も 挫 折 な か っ た の は 、 六 〇年 代 末 か ら 七 〇 年 代 に か け て 革 新 的 だ っ た 試 み が 、 八 〇 年 代に は 日 常 的 な 環 境 と な っ て い た か ら で は な か っ た の だ ろ う か 。八 〇 年 代 の マ イ ル ス は 、 よ り 新 し い テ ク ノ ロ ジ ー に よ っ て 電 子的 に モ デ ィ フ ァ イ さ れ た 赤 や 青 、 緑 な ど 色 と り ど り の マ ー テ ィン ・ コ ミ ッ テ ィ ー ・ ト ラ ン ペ ッ ト を 、 電 子 楽 器 の 響 き に 合 わ せた 短 い フ レ ー ズ の 反 復 に よ っ て 吹 き 鳴 ら す と 同 時 に 、 し ば し ばシ ン セ サ イ ザ ー の キ ー ボ ー ド を 叩 い た （
八 〇 年 代 以 前 に は オ ル
ガ ン が 用 い ら れ た
）
2 8。 六 〇 年 代 末 か ら の マ イ ル ス は 電 子 楽 器 を
積 極 的 に 使 用 し 、 ト ラ ン ペ ッ ト に ピ ッ ク ア プ と イ フ ェ ク タ ー
を つ け 、 ジ ミ ・ ヘ ン ド リ ッ ク ス の エ レ キ ギ タ ー に 似 た 効 果 を 出そ う と し た り
2 9、 そ の 後 マ ハ ヴ ィ シ ュ ヌ ・ オ ー ケ ス ト ラ の リ ー
ダ ー と な り 、 現 在 も 活 躍 し て い る ロ ッ ク 系 ギ タ リ ス ト 、 ジ ョン ・ マ ク ラ フ リ ン を バ ン ド に 迎 え 「 よ り リ ズ ミ ッ ク な ブ ル ーズ ・ フ ァ ン ク サ ウ ン ド 」  （
“a more rhythmic, blues-funk sound” ） を
手 に 入 れ た
3 0。 し か し 、 マ イ ル ス の 電 子 楽 器 の 使 用 法 は ア コ ー
ス テ ィ ッ ク に 近 く 、 エ レ ク ト リ ッ ク の 使 用 が 当 然 に な っ た 八 〇年 代 の マ イ ル ス に と っ て ア コ ー ス テ ィ ッ ク な 楽 器 と 電 子 楽 器の 区 別 は 本 質 的 な 意 味 に お い て 存 在 し な か っ た の で は な い だろ う か 。 ケ イ ・ ア カ ギ に よ れ ば 、 マ イ ル ス は 電 子 楽 器 に も 管器 や オ ー ケ ス ト ラ と 同 じ 、 ブ レ ス の タ イ ミ ン グ の あ る フ レ ー ジン グ を 要 求 し た ら し い
3 1。
ウ ィ ン ト ン ・ マ ー サ リ ス と 現 在 の ジ ャ ズ　
ア メ リ カ の 文 化 研 究 一 般 に お い て 、 歴 史 と 歴 史 化 の 方 法 論 、
芸 術 ジ ャ ン ル に お け る キ ャ ノ ン （
正 典
） の 再 編 成 が 深 刻 な 課 題
と な っ た の は 、 公 民 権 運 動 と フ ェ ミ ニ ズ ム な ど の 、 従 来 的 な白 人 中 心 主 義 へ の 批 判 が 真 剣 に 受 け 取 ら れ な け れ ば な ら な くな っ て 以 来 だ っ た 。 そ の 原 理 的 な 改 変 は い わ ゆ る 批 評 理 論 の 分野 で 七 〇 年 代 に 行 わ れ 、 そ の 成 果 が エ ド ワ ー ド ・
W ・ サ イ ー ド
の 『 オ リ エ ン タ リ ズ ム 』  （
Orientalism ［ 一 九 七 八 ］
） な ど の 、 お も
に フ ラ ン ス の ポ ス ト 構 造 主 義 に 影 響 さ れ た 著 作 と な っ て 七 〇年 代 後 半 か ら 出 版 さ れ 始 め た 。 さ ら に そ の 後 の 文 化 研 究 に お いて は 、 ス テ ィ ー ヴ ン  ・  グ ー ン ブ ラ ッ ト 、 フ レ ド リ ッ ク  ・  ジ ェ ー
17
ジャズの響き―ハービー・ハンコック、マイルス・ディヴィスとアメリカ現代におけるアヴァンギャル
ドの系譜　加藤雄二 / The Reverberations of Jazz: Herbie Hancock, Miles Davis and the Genealogy 





八〇年代は音楽文化の安定期であった 言ってもよいだろう。アヴァンギャルド ことにとらわれず、伝統的なジャズ、ラテン、ロック、ポップス、ダンス・ミュージック、クラシックなどのジャ ルの区分を絶対視しない多様な演奏形態が常識的になった現在の状況は、八〇年代 始まっている。まだアヴァンギャルドな雰囲気を残したグループ、リター ・トゥ・フォーエヴァー（
R
eturn to Forever ）で七〇年代に一斉を風靡し














































ズ、クラシック両方の ンルでトップ・トランペッタ として認められた。その後、ニュー・ヨ ク・フィ やメトロポリタン ・ オペラの本拠地であるニュー ・ ヨーク シティのリ カーン ・ センターによるプログラム、 「ジャズ ・ アッ ・ リンカーン ・センター」 （
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マーサリスに代表される新しい世代の特徴は、音楽の方法が












































ドの系譜　加藤雄二 / The Reverberations of Jazz: Herbie Hancock, Miles Davis and the Genealogy 
of the Avant-Garde in Contemporary America, KATO Yuji
当時ボストン・シンフォニーの指揮者だった小澤征爾が率いるタングルウッドの学生オーケストラとジャズ・ミュージシャンたちによる実演を交え、アメリカの音楽の歴史を解説する体裁をとっている。クラシック音楽の権威であったユダヤ系で白人のバーンスタインから、 ジャズ、 クラシック両方の達人であり、アフリカン・アメリカンでもあるマーサリ にホスト役が変化したことや、小澤征爾と、後半にヨーヨー・マが登場することなどが、多元文化主義を強力に推し進めた八〇年代から九〇年代における合衆国の変貌を印象づける。テクニカルな基本を押さえた偏りの少ないこのプログラムは、二十年以上経った現在でも見る 耐え メ 音楽への優れたイントロダクションとなっている。マーサリスはその後も、合衆国を代表するドキュメンタリー作家ケン・ ズの映像ドキュメンタリ『ジャズ』 （
Jazz ［二〇〇一］
）の制作に参加したり、講演と実演










放からニュー・オー ンズで 発祥へと、ひとつの歴史を時系列に沿ってたどる旧来の歴史的系譜をその一部として包含しうるだろう。しかしそうした歴史は、ジャズに執拗につきまとった否定的評価とも相まって、そのものとして当初から認知されていたものでもない。それが として構築され認知されるのは、ラルフ・エリソンが述べたように、プロセスとして進行する時代の変化と 関係においてである。　
ハーヴァードでの講演や書籍として出版されたケン・バー
ンズ『ジャズ』のインタヴューなどでマ サリスは、ジャズとアメリカの歴史をステロタイプ化された個人主義や民主主義の観点としばしば結びつけ 。 「ジャズはグルーヴを伴った表現の自由そのも だ。 」 （
“Jazz m
usic is freedom
 of expression w
ith 





erica.” ） 、 「ジャズはアメリカ人であることがいかなることか





eans to be A
m
erican. W
hich is that it’s a process. A
nd de-
m
ocracy is a process.” ）
36。こうしたサーヴィス精神に溢れる形式
化された表現は、歴史や現状 冷静な分析というよりも理想主義的な理念を優先した空虚なアメリカ的美辞麗句 と批判することもできるだろう。ここでマーサリスも認めるよ に、民
20
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主主義とはプロセスであるに違いない。だとすれば、それが絶えざる革新を伴うものであることも、歴史表象においてより強く印象づけられなければならないはずだ。　
マーサリスの演奏や教育実践と同時代の音楽シーンに観察











諸ジャンルとそれらの歴史の単一な全体性が失われたことにより、キース ・ ジャレットの延々と続くソロ ・ インプロヴィゼションがその一部 して伝統的なフレージングを含むように、無限定でありうる音楽の中に生起する瞬間的 一部 して立ち現れたものだったのではないだろうか。















eturn to Forever が、一回性や変化、反復と回帰を意
味するバンド名をつけられていたことを思い起こしてみてもいい。これらのバンドのリーダーは、すべてマイルスのバンドの元メンバーたちだった。七〇年代の状況を産み出したのは、フリーに接近したマイルスや晩年のジョン・コルトレーンである。彼らの演奏に見られるフリー・ジャズとその余波こそが、一見対立するかのように見え 多様な音楽性のうち 異なった方向性を生み出したはずなの 。伝統的な知とジャズ　
完成されすぎてジャズらしくないともいえるマーサリスの








ジ ャ ズ の 響 き ― ハ ー ビ ー ・ ハ ン コ ッ ク 、 マ イ ル ス ・ デ ィ ヴ ィ ス と ア メ リ カ 現 代 に お け る ア ヴ ァ ン ギ ャ ル
ド の 系 譜 　 加 藤 雄 二 / T h e R e v e r b e r ati o n s of J a z z: H e r bi e H a n c o c k, Mil e s D a vi s a n d t h e G e n e al o g y 
of t h e A v a nt- G a r d e i n C o nt e m p o r a r y A m e ri c a, K A T O Y uji
ス ト の 表 情 が こ わ ば り 、 そ れ ま で の 和 や か な 雰 囲 気 に 緊 張 感 が走 る か の よ う に 感 じ ら れ る 。 嬉 々 と し て ジ ャ ズ と 人 種 に 関 する 「 知 識 」 を 披 露 す る 年 配 の 白 人 男 性 に お そ ら く 悪 気 は ま っ たく な い の だ 。 し か し 、 奴 隷 制 度 な ど の 否 定 的 な 過 去 と 人 種 的 アイ デ ン テ ィ テ ィ を 必 然 で あ か の よ う に 連 想 す る こ と が 、 人 種の 否 定 的 な ス テ ロ タ イ プ 化 と 差 別 に 繋 が る と
い う
認 識 が 共 有
さ れ て い る は ず の 現 在 に お い て 、 う し た 場 面 に 遭 遇 し う る こと は 衝 撃 的 で す ら あ る 。 主 催 者 代 表 が 上 記 の 陳 腐 な 歴 史 を 語 り終 え る と 、 マ ー サ リ ス が 慌 て た よ う に 口 を 開 く （
“I wanna also 
make the observation . . .”
と い う 前 に 、  マ ー サ リ ス が
“I don’t wanna . . .”
と 口 に し か け 、 そ れ を 訂 正 し て い よ う に 聞 こ え る
）  。 主 催 者 代 表
に 同 意 す る こ が 求 め ら れ る 状 況 で あ る に も か か わ ら ず 、 そ れに は 一 切 触 れ な い ま ま 、 か つ て の 南 部 の プ ラ ン テ ー シ ョ ン ・ シス テ ム は イ ギ リ ス の も の で あ り 、 ジ ャ ズ 起 源 と な っ た ス ピ リチ ュ ア ル な ど の 起 源 は ア イ ル ラ ン ド の フ ォ ー ク ソ ン グ で 、 ハ ーモ ニ ー な ど も ア イ リ ッ シ ュ 起 源 な の だ と マ ー サ リ ス が 発 言 する 。 マ ー サ リ ス そ こ で 、 ジ ャ ズ と ア フ リ カ ・ ア メ リ カ の否 定 的 な 歴 史 を 直 結 す る 歴 史 化 、 典 型 的 で 伝 統 的 な 例 に 替 わる 異 な っ た 可 能 性 が あ り う こ と を 明 瞭 に 示 さ な け れ ば な らな か っ た の で あ る 。　 こ の ヴ ィ デ オ で の 主 催 者 代 表 は 、 旧 ヴ ァ ー ジ ョ ン の ジ ャ ズ の歴 史 が 、 マ ー サ リ ス や バ プ テ ィ ス ト の 当 然 の 合 意 を 得 る は ず のも の だ と 考 え た の だ ろ う 。 そ れ が 過 去 の 公 的 歴 史 と し て 白 人 たち に 認 知 さ れ て い た と し て も 、 現 在 で は 伝 統 的 に 流 通 し て き た知 の 一 形 態 に す ぎ な く な っ て い る こ と に 気 づ い て い な い だ 。こ の 例 は 、 ジ ャ ズ が 旧 来 の ジ ャ ズ で あ り 続 け る べ き だ と 主 張す る ジ ャ ズ ・ フ ァ ン の 例 に も 似 て い る マ ー サ リ ス は そ う し た
ジ ャ ズ ・ フ ァ ン や 一 般 の 聴 衆 の 支 持 を 受 け る か も し れ な い け れど も 、 こ の ヴ ィ デ オ を 観 る か ぎ り 、 本 人 の 理 解 は 古 典 的 な ジ ャズ 観 や 歴 史 観 は 異 な っ て い る は ず で あ る 。 ジ ャ ン ル を 使 い 分 ける 演 奏 家 は 様 々 な ジ ャ ン ル が 並 存 し う る 状 況 を あ ら か じ め 理解 し て も い る か ら だ 。 マ ー サ リ ス が 指 摘 し た ア イ リ ッ シ ュ の 起源 だ け で な く 、 ニ ュ ー ・ オ ー リ ズ そ の 他 の 南 部 に お い て 避 けが た か っ た は ず の ラ テ ン 文 化 の 影 響 な ど 、 ジ ャ ズ 起 源 は 複 層的 で 捉 え ど こ ろ が な い 。 し ば し ば 議 論 さ れ る 「 ジ ャ ズ 」 と い う言 葉 自 体 も 、 結 局 の と こ ろ 明 確 な 起 源 と 定 義 を 与 え る こ と が でき な い 、 ひ と つ の 記 号 と し て 流 通 し て い る に す ぎ な い
3 9。 現 在
多 く の ジ ャ ズ 批 評 家 が 言 う よ う に 、 ジ ャ ズ と は 本 質 で は な く構 築 物 （
construct ） で あ り 、 現 代 の ジ ャ ズ に 関 す る 議 論 は そ の
前 提 に も と づ い て 行 わ れ る べ き も の だ
4 0。 ハ ン コ ッ ク に つ い で
ハ ー ヴ ァ ー ド 大 学 の ノ ー ト ン ・ レ ク チ ャ ー を 担 っ た 作 家 の トニ ・ モ リ ソ ン が そ れ に 先 立 つ 九 〇 年 代 初 め 講 演 で 指 摘 し た よう に 、 ジ ャ ズ や ア フ リ カ ン ・ ア メ リ カ ン の 人 々 の 表 象 は 、 記
号
で あ り な が ら も ウ ィ ル ス よ う に 伝 統 的 な 諸 言 説 を 撹 乱 す る
4 1。
上 記 の 例 見 ら れ る よ う に 、 し ば し ば 偏 向 し た 連 想 や 表 象 歴史 化 の パ タ ー ン を 喚 起 し 、 同 時 に そ の 問 題 点 を 浮 彫 り に す るか ら で あ る 。 ジ ャ ズ と い う 言 葉 は 、 空 虚 な 記 号 で あ る と によ っ て 逆 に よ り 強 い 影 響 力 を 持 ち う る だ 。ジ ャ ズ と 現 代 ア メ リ カ　
古 く は ビ バ ッ プ が 、 抽 象 表 現 主 義 を 代 表 す る 画 家 ジ ャ ク ソ
ン ・ ポ ロ ッ ク に 影 響 を 与 え 、 ビ ー ト 派 の ア レ ン ・ ギ ン ズ バ ー グ
22
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n the Road ［一九五七］
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て、インプロヴィゼーショナルなプロセスとしての創作行為は文化そのものになったと言ってもよいだろう。その意味 おいて、ハンコックが講演で語 たマイル ・ディヴィス 倫理は、合衆国の現在において共有されるべき叡智 である。ハンコックは さらにもうひとつのエピソードをつ 加えて講演を終えている。バンドの熱演の最中、ハンコックがコード 間違えた際に、マイルスがそ コードを踏まえ 新し フレーズを吹き始めたと うエピソードである
43。パーカーとコードの
イレギュラーな使い方について議論しながらジャズ修行をし、普通の演奏をするミュージシャンには腹をたてたマイルスにとって、ハンコックがエピソードとして語っ 瞬間の判断はそれほど難しいものではなかったのではないかと推測される。ハンコックほどのミュージシャンであれば、このエピソード テクニカルな側面を理解してい に違いない。若 聴衆 ちを前にして、ジャズとともに仏教の教えや人生 語ろうとしているハンコックにとって重要なのは、マイルスの判断が暗示する、形式的かつ倫理的側面でもあるのだろう。　
規範化が一般的であるとき、いうまでもなく規範による正
邪、 内外、 正反などの区分が正当化され 。マイルスとハ コックが示唆しているのは、アメリカ文化におけるそれらの脱構築、あるいはそれからの絶えざる逸脱の可能性であ 。この講演と並行して出版さ たハンコックの自伝が 「可能性」を意味する
Possibilities
というタイトルを与えられているのもその
ためだろう。ハンコックによれば、マイ スはその瞬間「誤ったコードを正しいコードに変えた」 。そこには、従来からの既定の論理による「判断」 （
“judgm
ent” ）から軽々と逸脱しつつ、











ドの系譜　加藤雄二 / The Reverberations of Jazz: Herbie Hancock, Miles Davis and the Genealogy 
of the Avant-Garde in Contemporary America, KATO Yuji
の物事が容赦なく動きつつある」 （






“hits all the notes” ）という音楽のイメージで語
られていることもおそらく偶然ではない
46。そこには、創作の








に倦み果てた語り は、そのジャズのようにインプロヴィゼーショナルでインターサブ ェ ティヴ 擬似創作行為によって、 「何かの内側にいるなんて全然感じ かった」 （
“I felt I w
as 
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 Schuster, 1990), 330-31. でマイルス本人によっ
て語られている。5　H
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“Jazz is a fresh, vital art in the present tense, w














uide to Jazz: H
istory and Analysis, 5
th Edition 
(Prentice H










 and Act (V
intage International, 1995), 
222-23. 参照。エリソンは、 パーカーが白人ヒップスターたちのスケープ ・
ゴートとなり、聴衆の道化師となることを拒否したことによって、逆に白人たちに奉仕する道化師となっていたと主張している。15　
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